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律令国家の成立と平城京

◎○大宝律令 701年　唐の律令にならい、全国を支配する仕組み

律…刑罰の決まり 令…政治を行う上の決まり

◎律令国家 律令に基づき政治を行う国　貴族が中心

◎○平城京 710年　奈良盆地北部に移された都 この時代は◎奈良時代
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九州に太宰府

◎○和同開珎 708年　日本で作られた銅銭

土地政策

◎班田収授法 戸籍に基づき、６歳以上の人々に◎口分田を与える⇒死ぬと返させる

⇒負担が大きく、逃亡する農民が増加

◎○墾田永年私財法 743年

新しく開墾した土地の永久私有を認める⇒貴族や寺院、郡司らが私有地の◎荘園を増やす

農民の負担

◎租 収穫した稲の３％

調 地方の特産物

庸 布

兵役 ３年間九州の防衛にあたる防人など

雑徭 年60日以下の地方での労役

公出挙 国司から貸し付けられた稲の利息５０％

天平文化

◎天平文化 ◎遣唐使により唐の影響を受けた仏教文化

◎○東大寺 仏教の力で国を守るため、◎聖武天皇が都に建てた

◎行基という僧が東大寺の大仏づくりに協力

国ごとには○国分寺と◎国分尼寺を建てた

唐招提寺 ○鑑真が建てた 盲目になりながらも仏教の布教のために来日

○古事記・◎日本書紀 神話や伝承をもとにまとめられた歴史書

◎○風土記 自然、産物、伝承などをまとめた地理書

◎万葉集 日本最初の和歌集 『から衣　すそに取りつき　泣く子らを

大伴家持がまとめた 　置きてぞ来ぬや　母なしにして』

　子どもを置いてきた防人の歌

◎正倉院 東大寺にある聖武天皇の遺品などをおさめた宝庫

律令国家の成立と奈良時代
①


